
 
１ 

         

 

   

文
月
（
ふ
み
づ
き
）
別
名 

文
月
（
ふ
づ
き
）
・
七
夕
月 

（
た
な
ば
た
づ
き
）
・
文
披
月
（
ふ
み
ひ
ろ
げ
づ
き
）
・
女
郎
花 

月
（
お
み
な
え
し
づ
き
）
・
秋
初
月
（
あ
き
は
づ
き
）
・
涼
月
（
り 

ょ
う
げ
つ
）
・
親
月
（
し
ん
げ
つ
）
・
餞
月
（
せ
ん
げ
つ
）‣

蘭
月 

（
ら
ん
げ
つ
）
・
相
月
（
そ
う
げ
つ
）
・
七
夜
月
（
な
な
よ
づ
き
） 

（
講
談
社
「
カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記
」
） 

 

文
月
や
一
人
は
ほ
し
き
娘
の
子 

 
 

 
 

其 
 

角 

文
月
や
屋
根
美
し
き
観
世
音 

 
 

 

野
村
喜
舟 

『
七
月
の
花
』  

木
槿
（
む
く
げ
）
・
合
歓
木
（
ね
む
の
き
）
・
睡
蓮
（
す
い
れ 

ん
）
・
野
花
菖
蒲
（
の
は
な
し
ょ
う
ぶ
）
・
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
う 

し
）
・
捩
花
（
ね
じ
ば
な
）
・
紅
花
（
べ
に
ば
な
）
・
透
百
合 

（
す
か
し
ゆ
り
）
・
日
光
黄
菅
（
に
っ
こ
う
き
す
げ
）
・
山
苧 

環
（
や
ま
お
だ
ま
き
）
・
鹿
子
百
合
（
か
の
こ
ゆ
り
）
・
黒
百 

合
（
く
ろ
ゆ
り
）
・
御
前
橘
（
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
）
乳
母
百
合 

（
う
ば
ゆ
り
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ン
カ
ン 

 
 

 
 

 

         

『
七
月
の
言
葉
』 

ユ
ダ
ヤ
人
は
し
る
し
を
求
め
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
知
恵
を 

探
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ 

リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ダ
ヤ 

人
に
は
つ
ま
ず
か
せ
る
も
の
、
異
邦
人
に
は
愚
か
な
も 

の
で
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
が
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ 

ろ
う
が
、
召
さ
れ
た
も
の
に
は
、
神
の
力
、
神
の
知
恵 

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
の
で
す
。 

（
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
一
、
第
一
章
二
二
～
二
四
節
） 

 

パ
ウ
ロ
は
言
う
、
神
は
愚
者
を
も
っ
て
知
者
を
辱
（
は 

ず
か
）
し
め
る
と
。
宗
教
家
は
神
と
人
と
の
間
に
立
つ 

取
次
人
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
己
の
知
恵
を
も
っ
て
こ
の 

地
位
に
立
と
う
と
願
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大 

宗
教
家
が
怜
悧
な
人
に
は
少
な
く
、
か
え
っ
て
朴
訥 

な
人
に
多
い
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
こ
と
と 

信
じ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
論
者
の
よ
う
に
、
ル
タ
ー
を 

も
っ
て
先
見
博
聞
の
人
と
み
な
す
よ
う
な
事
は
、
大 

い
な
る
誤
謬
（
あ
や
ま
り
）
で
あ
る
。
彼
の
事
業
は
神 

 

令和 8 年 7 月（276）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 

医院だより  

目
次
（ 

頁
） 

１ 
 

七
月
の
異
称
、
七
月
の
花
、
七
月
の
言
葉 

２ 
 

七
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、
診
療
案
内
、 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
、
大
岡 

信
選
集 

け
ん

こ
う
（
百
九
十
八
） 

４ 

ひ
と
く
ち
メ
モ
（
５
）
肥
満
症
と
治
療 

５ 
 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と(

２
４
４)

 

『
立
小
便
』
の
こ
と 



２ 
の
事
業
で
あ
っ
て
、
彼
が
偉
大
で
あ
っ
た
理
由
は
ひ 

と
え
に
彼
が
自
ら
力
の
な
い
こ
と
を
覚
（
さ
と
）
り 

全
く
神
に
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る 

（
内
村
鑑
三 

「
一
日
一
生
」
６
・
２
８
） 

 

「
七
月
の
暦
」 

一 
 

日 
 

富
士
山
開
き 

二 
 

日 
 

半
夏
生 

半
夏
生 

半
夏
生
ず
。
半
夏
（
か
ら
す
び
し
ゃ
く
）

が
生
え
は
じ
め
る
こ
ろ
。
田
植
え
を
終
わ

ら
せ
る
、
農
家
の
節
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
新
暦
で
は
、
お
よ
そ
七
月
一
日
か
ら
七
月
六
日
ご
ろ
） 

四 

日 

米
国
独
立
記
念
日 

五 

日 

栄
西
禅
師
忌 

七 

日 

小
暑
、
七
夕
。
奈
良
、
吉
野
蛙
飛
び
行
事 

九 

日 

東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市
、
鴎
外
忌 

十
三
日 

東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭 

 

十
五
日 

山
形
出
羽
三
山
花
祭
り 
 

二
十
日 

海
の
日 

二
十
三
日 

大
暑 

二
十
四
日 

河
童
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
知
ら
せ 

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
資
格
証
明
書
で
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。  

二
、
診
療
案
内 

 

『
午
後
診
療
』 

で
は
通
常
の
診
療
の
ほ
か
、 

『
予
約
診
療
』
も
で
き
ま
す
の
で
時
間
調
整
が
必
要

な
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

予
約
は
電
話
で
も
で
き
ま
す
。  

〇
当
番
医 

 
 

八
月
九
日
（
日
） 

〇
お
盆
休
み 

８
月
１
３
～
１
５
日
の
た
め
、 

診
療
は
８
／
１
３
～
１
６
ま
で
お
休
み 

と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。  

 

『
診
療
案
内
』  

○ 

一
般
外
来
診
療 

 

〇 

往
診
・
在
宅
医
療
（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）  

 
 

 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
診
断
・
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
・
大
腸
内
視
鏡 

 
 

 

○ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
・
肺
炎
球
菌
・  

 
 
 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど 

 
 

三
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
h
ttp

:/
/
w

w
w

.raijin
.co

m
/
k
e
n
k
o
/
 

 

電
話 

〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

  
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

大
岡 

信
著 

『
折
々
の
う
た
』 

 
 桃

太
郎
と
金
太
郎
と
勝
負
す
る
こ
と
な
し 

さ
れ
ど
あ
あ
少
し
金
太
郎
好
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬
場
あ
き
子 

 
 

 

「
飛
天
の
道
」
（
平
一
二
）
所
収
。
作
者
の
気
持
ち
の
弾

み
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
楽
し
い
歌
。
ど
ん
な
こ

と
か
ら
桃
太
郎
と
金
太
郎
を
比
べ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
何
も
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
比
較
は
そ
れ
自
体
お

か
し
み
を
含
ん
で
い
て
、
日
本
で
幼
少
年
期
を
生
き

た
人
な
ら
誰
で
も
、
思
わ
ず
に
っ
こ
り
し
て
し
ま
う
種

類
の
も
の
だ
ろ
う
。
当
代
一
流
の
女
流
歌
人
が
、
こ
ん

な
の
ど
か
な
問
題
を
頭
の
中
に
抱
え
て
い
る
お
か
し

さ
。
「
さ
れ
ど
あ
あ
」
は
、
こ
の
場
合
ぴ
っ
た
り
の
間
投

詞
。 

 

衣
更
（
こ
ろ
も
が
へ
）
鼻
た
れ
餓
鬼
の
よ
く
育
つ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
橋
秀
野 

 

『
桜
濃
く
』 

（
昭
二
四
）
所
収
。
肺
結
核
の
た
め
三
十

代
で
逝
去
し
た
。
上
記
句
文
集
も
没
後
に
俳
句
と
随

筆
十
二
編
を
収
録
し
て
で
き
た
追
悼
の
遺
稿
集
だ
っ

た
。
夫
は
批
評
家
山
本
健
吉
。
戦
争
中
、
中
国
地
方

で
疎
開
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
間
に
病
に
侵
さ

れ
、
戦
後
京
都
に
移
っ
た
こ
ろ
に
は
も
う
病
気
は
悪

化
し
、
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。
女
児
一
人
。
「
短
夜
の

看
取
り
給
ふ
も
縁
か
な
」
愛
児
や
夫
を
詠
ん
だ
句
が

中
心
だ
が
、
右
の
句
の
詞
（
こ
と
ば
）
書
き
は
「
病
中

子
を
省
み
ず
自
嘲
」
。
切
な
い
句
で
あ
る
。  

 

月 持病の薬と歯科治療 

火 女子における骨量の変化 

水 ６０歳で２４本以上の自分の 

歯がありますか？ 

木 糖尿病とうまくつきあう人生 

金 妊娠中の体重の増加 

土日  認知症の人の食べる機能 

の障害 

http://www.raijin.com/kenko/


 
３ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

蝉
時
雨
（
せ
み
し
ぐ
れ
） 

子
は
担
送
車
に
追
ひ
つ
け
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
橋
秀
野 

 

句
文
集
『
桜
濃
く
』
（
昭
二
四
）
所
収
。
昭
和
二

十
二
年
三
十
九
歳
で
没
し
た
奈
良
県
生
ま
れ
の

俳
人
。
評
論
家
山
本
健
吉
氏
前
夫
人
。
昭
和
二

十
二
年
の
作
で
、
「
七
月
二
十
一
日
入
院
」
と
前

書
き
が
あ
る
。
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
が
肺
結

核
が
悪
化
、
宇
多
野
療
養
所
に
入
院
し
、
約
二
か

月
後
に
逝
去
し
た
。
「
子
」
と
は
当
時
数
え
年
六
歳

の
愛
嬢
。
担
送
車
で
運
ば
れ
て
去
る
母
と
、
取
り

残
さ
れ
て
後
か
ら
追
う
童
女
。
病
む
母
の
悲
痛
な

思
い
を
詠
ん
で
一
絶
唱
と
い
え
よ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鳥
の
糞
？ 

 

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

け
ん
こ
う
（
百
九
十
八
） 

群
馬
県
感
染
症
発
生
動
向
調
査
よ
り
（
２
７
週
） 

（
群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
） 

★
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
手
足
口
病
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

“
夏
か
ぜ
”
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
効
き
に

く
い
の
で
、
手
指
は
石
け
ん
と
流
水
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。 

症
状
が
あ
る
人
は
自
宅
で
タ
オ
ル
な
ど
を
共
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☆
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
は
、
気
温
が
高
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
肉
は
中
心
ま
で
十
分
加
熱
し
、
生
野
菜
は
よ

く
洗
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま

め
に
石
鹸
と
流
水
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

虫 

媒 

 

 

 

 

  



４ ひ
と
く
ち
メ
モ
（
５
） 

（
肥
満
症
と
治
療
） 

（
こ
の
項
は
２
０
２
６
（
６
）
日
本
医
師
会
発
行
「
健
康
ぷ

ら
ざ
」 

（
６
０
３
）
（
東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
糖
尿

病
・
代
謝
内
科
教
授
山
内
敏
正
教
授
執
筆
）

を
参
考
に
し

て
い
ま
す
。
） 

１ 

肥
満
症
と
は
何
か 

（
１
）
肥
満
と
は
脂
肪
が
身
体
に
過
剰
に
蓄
積
し
、

体
重
（
ｋ
ｇ
）
／
身
長
（
ｍ
）×
身
長

（
ｍ
）
＝
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
が
２
５
以
上 

を
指
し
ま
す
。 

（
２
）
肥
満
症
と
は
、
肥
満
に
、
次
に
示
す
健
康

障
害
を
１
つ
以
上
持
っ
て
い
て
医
学
的
に
減

量
が
必
要
な
病
気
を
持
っ
て
い
る
状
態
を
言

い
ま
す
。 

 

①
耐
糖
能
異
常 

②
脂
質
異
常
症 

③
高
血
圧 

④
高
尿
酸
血
症 

⑤
冠
動
脈
疾
患 
 

⑥
脳
梗
塞 

⑦
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患 

⑧
月
経
異
常 

⑨
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

⑩
肥
満
関
連
腎
臓
病 

⑪
変
形
性
関
節
症
な
ど
の
運
動
器
疾
患 

 

２ 

肥
満
症
の
病
理
・
要
因 

肥
満
症
の
病
態
は
、
脂
肪
細
胞
の
質
的
・
量 

的
異
常
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

肥
大
化
し
た
脂
肪
細
胞
か
ら
は
体
に
悪
影
響 

 

を
及
ぼ
す
分
泌
液
が
分
泌
さ
れ
、
こ
れ
が
イ 

ン
シ
ュ
リ
ン
の
は
た
ら
き
を
わ
る
く
し
た

り
、
血
管
や
各
臓
器
に
慢
性
的
な
炎
症
を
起

こ
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
組
織
の
量

の
増
加
が
負
担
と
な
っ
て
変
形
性
関
節
症
に

よ
る
膝
痛
や
腰
痛
症
を
起
こ
し
ま
す
。 

 

肥
満
症
の
原
因
を
表
を
み
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

 
 

 

 

＊
オ
ベ
シ
テ
ィ
ス
テ
ィ
グ
マ 

と
は 

肥
満
や
肥
満
症
に
対
し
て
、
「
自
己
管
理
が
で
き
て

い
な
い
」
「
本
人
の
怠
慢
だ
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識

に
基
づ
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
レ
ッ
テ
ル
を
張
る
こ

と
。 

３ 

肥
満
症
の
治
療
の
基
本 

 

（
１
）
目
標
体
重
の
設
定 

（
２
）
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
行
動
療
法 

（
３
）
薬
物
療
法
、
行
動
療
法 

 
 

 
 

（
説
明
は
次
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

 

＊
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
水
泳
な
ど
）
は
酸
素
を
使
っ
て
脂
肪
や
糖
を

燃
焼
さ
せ
、
心
肺
機
能
の
向
上
や
体
脂
肪
減
少
に

効
果
的
で
す
。
１
回
あ
た
り
２
０‐

３
０
分
で
、

で
き
れ
ば
毎
日
） 

＊
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
（
筋
ト
レ
・
ス
ク
ワ
ッ

ト
・
腕
立
て
伏
せ
・
ダ
ン
ベ
ル
・
マ
シ
ー
ン
ト
レ 



５ 

 
ー
ニ
ン
グ
）
は
筋
肉
に
負
荷
を
か
け
、
筋
肉
量 

 

 

や
基
礎
代
謝
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
（
週
２-

３ 

 

回
程
度
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
） 

  
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ 

 
 

 
 

 

   

院
長
の
ひ
と
り
ご
と(

２
４
４)

 
 
 

 

 

立
小
便 

 

◇
突
飛
な
題
名
で
す
が
、
二
つ
の
想
い
出
が
あ
り

ま
す
。 

一
つ
目
は
・
・
・
大
学
受
験
を
失
敗
し
て
初
め

て
家
を
離
れ
て
予
備
校
の
寄
宿
舎
（
寮
）
に
６

人
で
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
大
の
大

学
生
が
舎
監
と
し
て
一
緒
に
寝
泊
ま
り
し
て
い

ま
し
た
。 

◆
受
験
勉
強
よ
り
も
古
本
屋
に
通
っ
て
、
初
め
て

日
本
の
純
文
学
に
触
れ
た
と
き
、
全
５
冊
で
１

０
０
０
円
そ
こ
そ
こ
で
「
太
宰
治
」
全
集
を
買

い
、
題
名
だ
け
知
っ
て
い
た
「
斜
陽
」
を
読
み 

 
始
め
ま
し
た
。 

女
性
の
主
人
公
の
母
親
（
貴
族
）
が
、 

  
…

つ
と
お
立
ち
に
な
っ
て
、
あ
ず
ま
や
の
傍
の
萩
の
し

げ
み
の
奥
へ
お
は
い
り
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
、
萩
の
白

い
花
の
間
か
ら
、
も
っ
と
あ
ざ
や
か
に
白
い
お
顔
を
お

出
し
に
な
っ
て
、
少
し
笑
っ
て
、 

『
か
ず
子
や
、
お
か
あ
さ
ま
が
今
何
を
な
さ
っ
て
い
る 

か
、
あ
て
て
ご
ら
ん
』 

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

『
お
花
を
折
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
』 

と
申
し
上
げ
た
ら
、
小
さ
い
声
を
あ
げ
て
お
笑
い
に 

 
 

な
り
、 

『
お
し
っ
こ
よ
』 

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

ち
っ
と
も
し
ゃ
が
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
に 

は
驚
い
た
が
、
け
れ
ど
も
、
私
な
ど
に
は
と
て
も 

真
似
ら
れ
な
い
、
心
か
ら
可
愛
ら
し
い
感
じ
が
あ 

っ
た
。 

・
・
・
・
・ 

 

太
宰
治
が
女
性
の
語
り
口
で
書
く
文
体
は
、
そ

れ
ま
で
吉
川
英
治
の
「
宮
本
武
蔵
」
『
新
平
家

物
語
』
『
新
書
太
閤
記
』
『
私
本
太
平
記
』 

く
ら
い
し
か
読
ん
で
い
な
か
っ
た
私
に
は
読
む

の
が
恥
ず
か
し
い
気
が
し
た
が
、
愛
媛
か
ら
来

て
い
た
仲
間
と
す
っ
か
り
「
太
宰
」
フ
ァ
ン
に

な
り
、
三
鷹
に
あ
る
禅
林
寺
に
二
人
で
墓
参
に

行
っ
た
り
し
た
。
こ
こ
は
太
宰
の
遺
言
で
森
鴎

外
の
墓
の
近
く
に
と
い
う
希
望
に
よ
っ
た
も
の

だ
と
の
こ
と
で
し
た
。 

◇
さ
ら
に
予
備
校
の
国
語
の
先
生
は
、
入
水
し
た

二
人
が
見
つ
か
っ
た
玉
川
上
水
ま
で
見
に
行
っ

た
と
き
の
印
象
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
事

件
、
歴
史
を
文
字
・
画
像
で
知
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
人
か
ら
話
が
聴

け
る
と
い
う
臨
場
感
に
胸
が
と
き
め
い
た
も
の

で
し
た
。
太
宰 

治
の
死
は
、
私
が
生
後
１
か

月
の
時
の
事
件
だ
っ
た
の
で
す
。 

  



６ 
◆
二
つ
目
は
・
・
・
・
・ 

 
 

藤
岡
市
小
林
で
の
開
業
は
平
成
十
四
（
２
０ 

０
２
）
年
七
月
十
五
日
で
し
た
。 

◇
一
年
く
ら
い
経
っ
た
あ
る
夏
の
暑
い
日
の
こ

と
、
診
療
を
終
え
て
待
合
室
に
行
っ
て
ふ
と

駐
車
場
の
ほ
う
を
見
る
と
、
受
診
を
終
え
た

患
者
Ａ
さ
ん
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
向
か
っ

て
放
尿
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。 

「
あ
れ
？ 

…

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
る
方
で

は
な
い
は
ず
な
の
に
な
あ
」 

と
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
も
、
振
り
向
か
れ

た
ら
嫌
な
思
い
を
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
窓
の
ブ

ラ
イ
ン
ダ
ー
を
急
い
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 

 

◇
私
が
勤
務
し
て
い
た
病
院
で
胃
の
手
術
を
し
た 

方
で
す
が
、
術
後
肝
炎
に
な
り
そ
の
治
療
目
的

で
他
の
肝
炎
専
門
の
病
院
に
も
か
か
っ
て
お
ら
れ

る
方
で
し
た
。
写
真
が
ご
趣
味
で
受
診
の
た
び
に

気
に
入
ら
れ
た
写
真
を
持
っ
て
こ
ら
れ
、
嬉
し
そ

う
に
顔
に
し
わ
を
作
り
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

◆
来
院
は
ま
ば
ら
で
、
次
に
来
ら
れ
た
時
は
一
年 

く
ら
い
た
っ
た
、
や
は
り
夏
の
こ
と
で
し
た
。 

 

特
別
変
わ
っ
た
こ
と
な
く
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
が
そ
の
後
Ａ
さ
ん
か
ら
同
居
の
お
か
あ
さ
ま
の

具
合
が
悪
い
、
熱
中
症
み
た
い
だ
、
と
電
話
が
か

か
っ
て
来
た
の
で
、
直
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
病

院
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
お
話
し
ま
し

た
。 

し
か
し
、
さ
ら
に
幾
日
も
し
な
い
う
ち
に
、
今
度

は
Ａ
さ
ん
の
ご
近
所
の
方
か
ら
Ａ
さ
ん
の
様
子
が

お
か
し
い
の
で
家
を
の
ぞ
き
に
行
っ
た
ら
、
Ａ
さ

ん
が
布
団
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
。
す
ぐ
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。 

◇
「
せ
ん
せ
・
・
・
」 

 

と
布
団
に
仰
向
け
に
横
た
わ
っ
て
い
る
Ａ
さ
ん
が 

 
 

弱
弱
し
い
声
で
ニ
コ
リ
と
し
て
名
前
を
呼
ぶ
の
で 

す
。  

 
 「

（
あ
ー
だ
め
だ
）
・
・
・
・
ど
う
し
た
ん
で
す
か
、
い
っ

た
い
こ
れ
は
？
」 

家
庭
の
事
情
が
あ
り
、
当
時
奥
様
と
も
離
別
さ 

 

れ
、
ご
自
分
も
体
の
回
復
も
な
い
ま
ま
年
老
い
た

母
親
と
二
人
暮
ら
し
だ
っ
た
と
後
で
知
り
ま
し

た
。
加
え
て
こ
の
夏
の
暑
さ
の
中
で
、
ど
れ
ほ
ど
大

変
な
こ
と
だ
っ
た
こ
と
か
と
思
い
や
ら
れ
ま
し
た
。 

 

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
、
搬
送
し
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
１
週
間
後
に
は
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

一
年
前
の
放
尿
の
一
件
も
暑
い
夏
の
日
の
事
で

し
た
し
、
熱
中
症
が
あ
っ
て
通
常
の
精
神
状
態
で 

は
な
か
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
と
、
そ
の
時
の
兆
候

を
見
逃
し
て
（
小
さ
な
）
被
害
の
こ
と
を
非
難
め
い

て
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
悔
や

ま
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
一
人
を
見
て
、
患
者
さ

ん
を
取
り
巻
く
環
境
を
知
る
こ
と
な
し
に
診
療
は

で
き
な
い
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

医
院
の
ま
わ
り
の
草
む
し
り
を
す
る
た
び
に 

「
す
ま
な
い
こ
と
を
し
た
」
と
想
い
出
さ
れ
る
こ
と
で

す
。  

 
 

 
 

 
 

 

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
幼
虫 

目
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 


